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山
　
本
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濤

A
月
島
†
油
日
（
火
）

　
朝
起
き
て
見
れ
ば
、
台
所
に
蟻
が
侵
入
し
て
來
て
る
ろ
。
之
れ
が
カ
リ
フ
ナ

ル
ニ
ア
で
有
名
な
蟻
な
の
だ
Q
早
熟
掃
除
し
て
蟻
除
け
の
粉
な
ふ
り
ま
く
〇

　
十
晧
か
ら
天
丈
壷
O
午
後
四
時
坐
－
、
研
究
室
唱
へ
、
セ
ン
ト
ジ
ョ
ン
氏
「
の
紹
介

で
同
氏
の
妹
な
る
新
聞
記
著
來
訪
。
い
ろ
一
、
最
近
の
日
本
の
國
情
に
つ
い

て
、
旧
聞
記
事
に
な
り
さ
う
な
事
准
話
す
Q

　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

　
夕
方
、
さ
し
み
な
作
っ
て
見
ろ
。
申
々
上
等
Q
食
後
田
村
氏
な
訪
問
、
グ
レ

ー
プ
・
フ
シ
ー
ソ
な
頂
い
て
潤
る
。

八
月
島
十
二
日
（
水
）

　
今
日
も
火
星
の
古
い
時
代
の
回
雪
吏
た
研
究
Q

　
夕
方
、
コ
ロ
ラ
ド
街
た
散
歩
。

八
月
轟
十
E
日
〔
木
）

　
今
日
か
ら
、
本
部
の
塊
下
室
で
、
太
陽
の
水
素
窮
地
の
検
査
た
始
め
ろ
。
白

一
分
の
考
へ
で
に
、
カ
ル
シ
ウ
ム
膚
局
悼
典
よ
日
ワ
・
も
、
あ
る
出
試
味
に
門
於
い
て
”
此
の
轟
小
素

二
色
か
臨
白
い
も
の
ら
し
い
Q

　
夜
、
畢
松
夫
人
目
訪
。

八
月
二
†
週
日
（
金
）

　
ハ
ガ
キ
で
、
本
日
ヤ
ー
キ
ー
ス
の
フ
ロ
ス
下
塵
長
が
ロ
ス
ア
ン
セ
ッ
ス
に
到

嶋
盾
の
こ
オ
な
知
つ
カ
。
そ
れ
で
午
後
一
二
時
渦
一
か
ら
同
日
巾
へ
山
斗
＼
凸
央
子
亡
丑
ハ
に
．

夕
食
た
認
め
糞
後
、
ボ
ル
テ
モ
ア
・
ホ
テ
ル
へ
行
つ
（
見
ろ
虐
、
其
の
ホ
テ
ル
の

入
口
に
近
い
休
憩
室
に
恰
も
フ
ロ
ス
ト
氏
が
杖
に
も
六
れ
て
る
ハ
。
早
蓮
、
近

づ
い
で
、
挨
拶
、
そ
．
れ
か
ら
、
去
ろ
七
月
に
別
れ
★
国
尽
の
話
し
な
ご
す
、
フ
ロ

ス
｝
氏
に
ヤ
ー
キ
ー
ス
日
食
観
測
隊
の
模
濠
鉱
ご
話
さ
る
。
一
時
間
程
話
し
六

（
二
六
）

後
、
カ
タ
》
ナ
島
に
於
け
ろ
面
一
た
約
し
て
賜
れ
ナ
℃

　
安
田
兄
か
ら
珍
ら
し
い
日
本
茶
潜
贈
っ
て
下
さ
つ
穴
Q

八
月
島
十
五
日
ハ
土
）

　
夕
方
、
田
村
氏
宅
に
招
か
れ
て
行
き
、
同
所
で
、
水
盛
、
内
田
爾
氏
の
手
に

な
る
純
日
本
式
の
御
馳
走
た
頂
く
Q
そ
れ
か
ら
暫
く
世
闘
話
。
九
噂
過
ぎ
臨
宅
Q

加
藤
首
相
逝
去
の
新
聞
報
な
見
象
。

八
月
二
十
六
日
（
日
）

　
朝
十
畔
、
高
岡
氏
に
迎
へ
ら
れ
て
ハ
リ
ウ
ド
の
蜀
立
教
會
へ
行
き
、
禮
拝
に

出
席
ず
。
（
英
子
に
在
宅
）

　
午
後
、
小
築
竹
、
高
岡
繭
氏
ぜ
共
に
、
伊
藤
氏
の
カ
ー
で
ロ
ス
ア
ン
ゼ
ル
ス

の
博
賢
會
公
園
に
行
奇
、
先
づ
、
十
二
萬
人
を
牧
容
で
ろ
亡
い
ふ
評
剣
の
野
天

劇
揚
に
於
い
て
、
國
際
聖
書
研
究
會
の
大
講
演
な
見
、
そ
れ
か
ら
美
術
館
に
入

つ
糞
。

　
午
後
六
時
、
丘
井
氏
方
で
、
パ
サ
テ
ナ
か
ら
來
着
す
ろ
英
子
葎
待
ち
合
ぜ
、

夕
食
。
そ
れ
か
ら
「
同
打
揃
ふ
て
、
叉
、
乱
立
島
牧
堂
に
喋
り
、
八
時
か
ら
、

天
丈
學
の
通
俗
講
演
會
に
、
自
分
ぽ
口
月
食
の
話
か
ら
、
一
般
の
天
文
談
な
し

終
り
に
幻
燈
書
た
見
ぜ
れ
。
百
人
ほ
こ
搬
卜
者
が
あ
っ
れ
。
闘
牛
十
二
時
、
迭

ら
れ
て
婦
宅
Q

八
月
二
十
豊
日
（
月
）

　
研
究
室
で
太
陽
學
の
歴
史
幸
し
ら
べ
る
。

八
月
島
十
八
日
目
火
）

　
本
部
の
地
下
室
で
、
太
陽
の
水
素
爲
翼
た
槍
目
す
Q

　
英
子
に
、
今
日
、
ロ
ス
ア
ン
ゼ
ル
ス
か
ら
の
重
り
に
、
電
車
に
乗
り
、
間
違

へ
て
、
S
P
線
の
急
行
に
乗
り
、
エ
ル
モ
ン
テ
の
東
ま
で
行
っ
て
b
七
時
頃
に

漸
く
欝
曝
し
☆
コ
葬
れ
も
外
國
で
の
経
瞼
の
一
つ
。

　
夕
方
、
田
村
氏
宅
か
訪
問
し
栄
ら
、
夫
人
ほ
病
臥
し
て
ゐ
ら
れ
れ
。

　
山
本
首
相
新
任
の
電
報
な
見
れ
。

八
月
二
十
九
日
（
水
）

　
今
日
も
太
陽
の
水
素
爲
眞
の
検
査
。

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

　
夕
食
に
、
英
子
ば
お
す
し
活
作
つ
♪
Q
日
本
食
の
昧
匡
好
い
。
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丈
都
省
よ
り
學
資
到
着
。
又
、
和
歌
山
の
吉
田
武
よ
り
、
珍
ら
し
や
、
練
羊

養
な
逡
っ
て
下
さ
つ
れ
。

八
月
国
畠
や
日
（
木
）

　
午
後
、
フ
ダ
ム
ス
壷
長
が
室
に
來
亡
し
て
來
六
の
で
、
数
日
來
の
太
陽
の
カ

ル
シ
ウ
ム
宕
留
県
楡
査
の
結
果
か
見
ぜ
れ
ら
、
大
喜
び
で
あ
っ
糞
Q
ア
瀞
｝
氏
か

ら
の
新
材
料
か
待
っ
て
、
今
後
の
研
究
を
憎
め
れ
ば
な
ら
な
い
O
其
の
後
、
本

蔀
の
地
下
室
へ
行
つ
れ
ら
、
プ
ン
。
．
マ
ー
．
不
ン
氏
が
琴
座
輪
歌
星
雲
の
覗
差
を
測

定
し
て
ゐ
旗
。
傍
で
之
．
な
覗
つ
㌧
、
渦
歌
星
雲
の
内
見
挙
動
の
件
か
ら
、
星

團
の
内
部
北
諸
及
び
四
一
な
ご
の
則
題
に
闘
し
て
、
壬
二
＋
分
意
見
か
交
換
し

糞
。
氏
に
星
雲
の
内
部
蓮
動
の
獲
見
に
要
し
、
詳
聞
に
反
封
論
が
可
な
り
あ
る

の
た
氣
に
し
て
み
る
O

　
先
日
、
ミ
ス
・
セ
ン
ト
・
ソ
ヨ
ン
に
話
し
れ
事
が
、
今
日
の
ス
タ
ー
。
ニ
ウ
ス
に

長
い
記
事
定
な
っ
て
載
っ
て
み
ろ
Q

　
夕
食
後
、
マ
ソ
ン
ゴ
街
か
ら
コ
ロ
ラ
ド
街
な
散
歩
。

二
月
剛
昌
十
一
日
（
金
）

　
朝
、
英
子
に
奉
岩
夫
人
に
遮
れ
て
貰
っ
て
メ
ザ
ー
ス
賑
で
買
物
。

　
自
分
ば
例
の
通
り
・
ナ
フ
イ
ス
で
今
日
ば
カ
ル
シ
ウ
ム
太
陽
爲
眞
の
曲
線
を

砺
零
し
カ
Q

　
夕
方
、
農
村
氏
を
訪
問
、
夫
人
1
1
大
に
快
方
で
あ
っ
象
。

幽
同
濫
日
（
十
閏
）
．

　
午
誠
附
巾
・
、
天
か
へ
塵
略
の
研
…
究
室
噛
へ
行
つ
五
Q
行
く
瀕
途
由
丁
、
ス
タ
ー
．
ニ
ウ
ス
新
聞

瀧
前
の
プ
ソ
テ
ン
で
、
昨
夜
馳
駅
に
大
地
震
が
あ
り
次
で
大
火
ビ
な
つ
旗
こ
亡

た
知
つ
六
〇
心
月
．
重
々
。

　
正
午
臨
宅
G
そ
れ
か
ら
、
約
束
に
よ
り
、
亭
岩
一
家
の
案
内
で
サ
ン
ヂ
ー
ゴ

へ
行
…
く
こ
定
亡
し
、
　
一
行
六
人
が
自
働
甫
皐
に
乗
る
。
車
ば
サ
ン
・
ガ
プ
リ
エ
シ
か

ら
ホ
イ
テ
ア
、
フ
ラ
ー
㍗
ン
、
ア
ナ
ハ
イ
ム
、
サ
ン
タ
。
．
ア
ナ
等
奄
経
、
サ
ン
ノ

ア
ン
・
力
廿
ス
ト
ラ
ノ
の
ミ
γ
ヨ
ン
建
築
を
左
側
に
題
額
後
、
暫
く
し
て
海
岸
に

出
穴
。
海
の
景
色
に
好
く
、
砂
原
に
テ
ン
ト
生
活
々
し
て
み
ろ
人
々
の
宥
様
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

薄
白
い
・
実
↓
ア
ン
・
サ
イ
ド
の
少
し
手
前
の
高
原
に
車
為
止
め
て
、
お
す
し

の
持
塗
ラ
ン
チ
存
頂
く
。
途
上
に
、
我
々
書
同
じ
く
、
二
日
心
猿
の
一
ホ
リ
デ
イ

た
費
ず
食
め
に
ロ
ス
ブ
ン
ゲ
レ
ス
方
面
か
ら
南
下
ず
ろ
浮
動
車
で
一
ば
ゼ
で
め

る
。
午
後
七
時
頃
、
デ
膨
ぐ
凋
、
ラ
ホ
ヤ
か
通
過
む
て
、
ゼ
よ
ー
サ
ン
デ
ー

ゴ
市
に
入
り
、
電
飾
に
か
ダ
や
く
美
し
い
街
踏
た
見
力
後
勺
林
民
の
案
内
て
ウ

ェ
ス
タ
ー
ン
・
ホ
テ
ル
に
■
投
癬
胆
ゆ
ヲ
。

　
夕
上
目
b
上
文
那
食
の
陶
脚
馳
走
の
後
、
田
村
牧
用
田
の
紹
介
歌
か
戦
国
へ
で
、
、
野
田
馳
の

菊
地
牧
師
な
訪
れ
旗
。
夫
人
の
み
在
宅
Q

轟
月
島
日
（
日
）

　
今
日
ほ
、
終
日
、
サ
ン
デ
ー
ゴ
宙
内
外
の
見
物
を
す
る
。
そ
れ
に
、
林
氏
が

ガ
イ
ド
、
．
挙
岩
主
人
が
シ
ヨ
フ
ア
亡
い
ふ
格
で
、
吾
々
勲
業
歌
聖
に
贅
澤
な
待

遇
為
受
け
六
Q
ー
ー
先
づ
朝
食
後
、
バ
ル
ボ
ア
公
嗣
へ
行
き
幽
．
菅
博
晒
r
會
跡
の

立
派
な
建
築
、
ミ
カ
ー
．
不
ギ
ー
圖
書
館
の
構
へ
ぐ
＼
美
し
い
六
二
ぜ
か
見
ろ
。
日

曜
日
な
の
で
人
か
多
い
。
そ
れ
か
ら
動
物
園
に
入
り
、
蛇
の
驚
く
べ
き
多
種
類

か
見
力
〇
十
一
時
牛
頃
、
マ
寸
、
圏
【
外
の
ペ
ン
チ
に
腰
か
応
り
て
、
携
～
へ
て
來
宏
噛

ラ
ン
チ
奄
食
べ
ろ
り

　
食
後
、
暫
く
の
間
、
市
の
山
の
手
の
住
宅
地
の
邊
准
ド
ラ
イ
ヅ
し
、
二
蒔
頃
、
、

誓
い
ミ
γ
ヨ
ン
村
に
着
、
歴
吏
的
な
建
築
や
ラ
モ
ナ
女
の
遺
物
な
．
ε
潜
見
ろ
。

そ
れ
か
ら
、
よ
万
向
学
か
へ
、
一
目
燃
臥
に
．
西
へ
走
っ
て
、
ポ
イ
ン
｝
・
ロ
マ
の
岬
の

鼻
ま
で
行
き
、
そ
こ
で
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
山
天
丈
璽
か
ら
遽
ん
で
來
ら
れ
力
日
食

糊
測
設
備
た
見
ム
。
景
色
匡
好
い
が
、
海
に
近
く
、
霧
が
頻
繁
で
、
天
氣
に
絵
．

り
膚
望
で
な
い
ビ
の
こ
オ
。

　
ポ
イ
ン
ト
・
ロ
マ
か
ら
は
、
館
途
、
陣
雲
學
骨
導
左
に
見
て
、
オ
ー
シ
ャ
ン
・
ぜ

ー
チ
の
海
水
浴
揚
た
一
罪
、
そ
れ
か
ら
再
び
バ
ツ
ボ
ア
公
園
に
麟
り
、
暫
く
芝

生
の
上
に
休
憩
O
夕
方
、
ハ
イ
・
ス
〃
ー
ル
の
蓮
動
揚
盗
見
て
鳶
の
ち
、
露
宿
Q

　
自
分
等
の
み
ば
麟
宿
の
代
り
に
、
菊
地
牧
師
た
訪
ひ
、
暫
く
言
託
。
其
の
後
、

招
か
れ
て
丈
那
料
理
の
御
馳
走
に
な
り
、
自
働
車
で
市
内
の
夜
景
か
見
ろ
。
九
、

暗
頃
、
連
れ
ら
れ
て
日
本
人
の
教
倉
へ
行
音
、
突
然
の
請
求
で
、
「
天
牛
學
9
数

訓
」
に
溢
す
ろ
講
演
か
し
カ
Q

九
月
謹
日
（
月
）

朝
七
時
、
宿
奄
出
獲
、
全
く
元
の
蓮
を
牝
上
し
て
蹄
遽
に
就
く
。
海
岸
か
走

る
の
で
、
ブ
メ
リ
カ
の
薯
蓮
の
標
泥
か
ら
見
れ
ば
、
景
色
の
好
い
煮
路
に
ば
難

（
二
七
）
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ひ
な
い
の
だ
が
、
二
度
目
に
ば
飽
き
ろ
Q
車
の
申
で
睡
氣
か
防
ぐ
辱
め
、
菓
子

や
果
．
物
な
食
べ
る
Q
何
の
理
由
か
、
車
の
ス
ピ
ー
ド
が
、
一
昨
日
よ
り
も
少
し

逞
い
ら
し
く
、
パ
サ
デ
ナ
の
宅
へ
臥
膚
し
六
曄
は
午
後
四
時
で
あ
っ
カ
。

　
夕
食
前
、
「
寸
、
天
丈
蔓
の
研
究
室
に
行
く
Q
途
中
で
新
聞
を
買
っ
て
日
本

の
震
災
報
告
た
譲
み
且
つ
驚
く
。
天
丈
毫
で
ば
エ
ラ
ー
マ
ン
氏
が
見
舞
ひ
々
述

べ
て
く
れ
カ
。

　
夜
、
田
舛
氏
方
を
訪
問
〇

九
月
煙
幕
火
）

、
い
よ
／
～
カ
タ
リ
ナ
行
き
、
但
し
今
践
ば
軍
猫
G
朝
八
時
二
十
分
に
パ
サ
デ

ナ
の
S
P
停
車
場
か
ら
毘
ろ
特
急
電
皐
に
乗
ろ
Q
車
・
甲
、
新
聞
で
談
む
東
京
の

震
災
．
は
盆
々
甚
だ
し
い
〇
真
畔
牛
、
車
に
ウ
イ
ル
ミ
ン
ト
ン
万
Q
直
ち
に
「
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
へ
る

ヴ
ロ
ン
」
號
に
業
船
、
十
眸
解
撹
、
日
本
か
ら
だ
亡
い
ふ
う
れ
り
．
に
揺
れ
な
が

ら
正
午
過
ぎ
に
カ
タ
リ
ナ
島
ア
ヴ
ぼ
ン
灘
に
着
。
濱
で
パ
ー
ク
ハ
ー
ス
｝
、
り

一
爾
氏
に
會
ひ
、
案
内
さ
れ
て
、
ア
イ
ラ
ン
ド
・
ヴ
ィ
ラ
族
館
第
二
】
百
番
カ
テ

ー
ツ
に
入
る
。

　
午
後
一
時
雫
、
早
遽
、
り
i
琉
の
ド
ラ
イ
ヅ
す
う
向
寒
車
に
乗
ぜ
ら
れ
て
、

日
食
槻
常
磐
「
リ
グ
レ
ー
・
カ
ン
プ
」
に
登
る
。
山
上
は
海
援
一
千
三
百
吠
、
途
中

の
景
色
ば
顧
ろ
好
い
。
カ
ン
プ
で
に
フ
ロ
ス
ト
貫
長
潜
始
め
、
モ
！
ア
ハ
ウ
ス

ウ
イ
〃
ソ
ン
、
フ
ア
ス
、
　
ハ
リ
ス
諸
氏
に
合
口
び
、
　
一
涌
叩
り
…
観
測
器
械
四
設
備
岬
た
見

ろ
Q
　
午
後
三
時
宇
に
下
山
、
フ
・
ス
ト
氏
建
暫
く
海
岸
通
り
を
散
歩
の
後
、
名
産

の
ト
ウ
ナ
魚
の
料
理
た
食
。
ヘ
カ
。

蝿
具
戴
艮
〔
水
）

　
朝
八
痔
、
又
、
り
一
氏
の
ト
ラ
ツ
〃
で
登
肉
、
親
測
準
備
秘
手
応
ふ
。
正
午

キ
ン
グ
ス
ト
ン
、
ビ
ー
フ
エ
ル
ト
雨
氏
電
同
道
従
歩
下
山
Q
途
中
、
い
ろ
く

天
文
敏
育
に
關
す
る
話
し
為
す
ろ
Q
来
國
で
ば
大
室
糠
備
時
代
に
一
通
り
の
天

丈
恥
か
敏
へ
ろ
の
ば
頗
る
好
い
こ
電
で
あ
る
ご
思
ふ
Q
日
本
に
も
蹴
れ
た
實
行

し
な
げ
れ
ば
な
ら
ぬ
O

　
フ
ロ
ス
ト
の
勧
め
に
よ
り
、
早
く
白
子
た
連
れ
て
來
ろ
認
め
、
今
日
午
後
四

時
出
帆
の
便
船
で
パ
サ
デ
ナ
の
宅
に
囁
る
Q
l
i
英
子
匡
夕
食
後
、
亭
岩
家
の

（
二
入
）

人
々
定
自
動
車
で
腔
内
な
散
歩
し
て
ゐ
乗
が
、
入
時
頃
臨
地
。

臨
月
六
日
（
木
）

　
午
塾
剛
甲
、
暫
く
研
究
室
に
行
く
O

　
正
午
、
爾
人
同
溢
、
、
ロ
ス
ア
ン
デ
ル
ス
市
へ
行
き
し
自
分
匡
小
葉
竹
氏
な
訪
、

問
し
て
み
る
聞
、
英
子
ば
裁
縫
學
校
の
卒
業
式
に
列
席
し
、
二
時
通
、
卒
業
識

書
准
手
に
し
て
小
葉
竹
氏
方
へ
や
っ
て
來
れ
Q

　
午
後
二
時
四
十
五
分
、
爾
人
で
P
E
停
車
場
か
ら
電
車
に
乗
り
、
四
晧
、
ウ

イ
ル
ミ
ン
｝
ン
港
で
梁
船
、
す
ぐ
解
縄
、
山
ハ
時
ア
ヴ
ロ
ン
港
に
着
Q
族
舎
に
入

ろ
。
　
夜
七
時
牛
よ
り
、
島
の
學
校
で
、
カ
ン
プ
の
天
文
家
の
打
ち
合
ぜ
會
に
出
席
Q

フ
ロ
ス
下
武
獲
議
者
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
氏
廃
長
ビ
な
り
、
フ
賞
罰
ス
、
ス
テ
ビ
ン
ス
、

ピ
翌
フ
エ
か
ト
、
ク
ラ
ン
プ
諸
氏
の
意
見
畿
麦
あ
り
〇
十
時
頃
終
ろ
。

鬼
鳥
囎
g
（
金
）

　
午
前
中
、
海
岸
通
り
た
散
歩
。
魂
送
が
吹
い
て
凍
し
い
。
＋
一
暗
か
ら
、
欝

鴬
携
響
、
徳
歩
で
爾
人
共
々
カ
ン
プ
へ
登
山
。
さ
す
が
に
書
中
に
暑
か
つ
☆
。

夕
方
ト
ラ
ツ
〃
で
下
山
。

　
夕
食
後
、
ギ
可
シ
ャ
劇
場
で
音
樂
會
た
き
㌧
、
九
時
か
ら
招
か
れ
て
舞
踏
場

に
入
り
、
”
1
氏
よ
リ
ギ
デ
ン
グ
圃
家
の
人
々
に
紹
介
さ
れ
六
〇

臨
月
八
日
、
土
）

　
午
前
申
、
海
岸
通
り
散
歩
Q
午
後
一
時
頃
、
ギ
デ
ン
グ
ス
の
別
荘
を
訪
問
，

話
し
為
し
撮
り
、
景
色
た
見
象
り
．

　
午
後
三
時
か
ら
ト
ラ
ッ
ク
で
登
山
。
ブ
ラ
イ
ア
ン
ト
氏
ご
共
ド
．
コ
ロ
ナ
寓
悼
県

撮
影
の
練
響
た
や
る
Q
夕
方
下
山
。

　
夜
、
族
の
隣
り
の
活
勤
爲
眞
か
見
ろ
。

九
月
臨
日
日
）

　
朝
・
食
後
、
十
時
か
ら
硝
子
底
の
船
に
乗
り
、
海
底
の
珍
ら
し
い
世
界
た
見
ろ
Q

潜
水
者
の
仕
事
も
面
白
か
つ
糞
Q
船
に
海
豹
岩
の
あ
大
り
ま
で
行
っ
て
引
き
返

す
。
　
．
午
後
三
時
、
ト
ラ
ン
ク
で
登
山
。
今
日
が
最
終
日
の
練
脅
た
な
す
。

九
月
十
日
（
月
）



饅

tss

　
い
よ
く
今
日
ほ
日
食
の
日
で
あ
ろ
Q
空
ほ
曇
っ
て
、
霧
も
あ
る
げ
れ
ご
、

理
れ
ろ
だ
ら
づ
ぜ
思
っ
て
、
朝
早
く
か
ら
皆
々
威
勢
よ
く
ト
ラ
ン
ク
で
登
山
Q

カ
ン
プ
の
附
近
一
μ
一
般
一
観
醐
見
者
H
毛
可
な
り
多
い
。

　
午
前
九
時
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
二
天
文
豪
か
ら
の
無
線
電
話
に
「
有
望
」
ビ
の
こ
ご

で
あ
っ
六
け
れ
．
ε
、
十
一
．
時
過
サ
ン
デ
ー
ゴ
か
ら
報
知
に
よ
れ
ば
【
、
曇
り
甚
だ

し
」
芝
あ
る
。
十
時
牛
頃
、
一
度
、
太
陽
が
雲
の
間
か
ら
見
．
乳
表
こ
定
が
あ
る

が
・
後
叉
曇
リ
で
、
鑑
に
望
み
に
絶
え
六
。
皆
々
獲
念
が
つ
て
み
ろ
中
に
、
＋

二
時
五
十
四
分
過
ぎ
か
ら
暗
黒
ビ
な
り
、
同
五
十
七
分
に
明
ろ
く
な
つ
れ
。
日

食
に
雲
の
上
で
確
か
に
起
つ
恥
筈
だ
ゆ
し
か
し
カ
ン
プ
の
仕
事
に
全
然
駄
目
で

あ
っ
搾
。

　
午
後
に
直
ち
に
器
械
の
荷
作
り
，
夕
方
下
山
。

　
夜
，
隣
り
の
活
動
塾
員
館
で
く
導
尋
肉
巴
同
た
見
る
。

九
月
十
国
日
火
）

　
午
前
中
、
宿
で
荷
為
片
付
け
、
午
後
四
時
出
帆
の
船
に
乗
り
、
八
時
ロ
ス
ア

ン
ゲ
レ
ス
着
）
日
本
人
街
で
夕
合
鼎
々
カ
ベ
、
十
時
牛
頃
パ
サ
デ
ナ
の
宅
に
露
る
り

　
今
日
、
船
で
ボ
モ
ナ
大
學
の
プ
ラ
ヶ
ト
敷
授
に
會
ふ
れ
。
氏
に
カ
タ
リ
ナ
島

の
地
峡
で
観
測
に
成
功
し
力
亡
い
つ
て
ゐ
カ
Q

九
月
十
二
日
〆
水
）

　
午
前
中
し
研
究
室
へ
行
つ
カ
Q
ウ
ィ
ル
ソ
ン
山
の
ア
ボ
ト
氏
子
訪
。
次
で
又

新
來
の
ヴ
ン
デ
ン
リ
ツ
デ
ン
氏
來
訪
、

　
正
午
麟
宅
。
午
後
四
時
、
英
子
ぜ
共
に
亭
岩
夫
端
た
訪
問
リ

　
ミ
ス
・
ヅ
ン
ビ
ー
及
び
エ
ト
ケ
ン
或
よ
り
震
災
見
舞
歌
謡
る
〇

九
月
十
盟
一
日
（
木
）

　
英
子
に
諸
勢
で
終
日
在
室
、
臥
床
Q

　
自
分
ぱ
研
究
室
で
太
陽
熱
の
曲
線
な
諾
く
。

　
パ
ー
ク
ハ
ー
ス
ト
、
モ
ー
彪
ト
ン
、
フ
ロ
ス
ト
氏
等
打
ち
揃
っ
て
カ
タ
リ
ナ

よ
リ
蘇
り
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
山
天
福
豪
に
來
訪
Q

　
夜
早
く
就
床
。

九
月
十
型
臼
〔
金
）

　
天
丈
出
藍
へ
ば
・
刀
タ
リ
ナ
由
島
か
ら
醗
即
っ
て
、
島
影
天
文
家
門
が
つ
め
か
け
て
來
オ
」

今
日
も
隅
書
室
ば
終
日
賑
に
し
か
つ
六
。
リ
ク
の
エ
ト
ケ
ン
氏
も
見
え
て
み
た
。

　
英
子
ば
田
称
氏
方
へ
裁
縫
に
行
く
Q
自
分
も
夕
方
同
家
へ
招
か
れ
て
行
吾
、
、

共
に
夕
食
か
頂
く
。
そ
こ
へ
小
山
夫
人
も
來
ら
れ
㍉
暫
く
話
ゴ
。

ぬ
月
十
誠
日
（
土
）

　
碍
究
室
で
太
陽
の
水
蜜
篇
眞
た
調
査
で
。
圖
書
室
ぱ
今
日
も
客
で
一
ば
い
Q

フ
ロ
ス
ト
氏
ご
エ
ト
ケ
ン
氏
ビ
が
干
渉
計
問
題
に
つ
い
て
話
し
て
み
る
様
子
が

面
白
か
つ
六
Q

　
午
後
四
時
か
ら
㍉
バ
ウ
エ
ン
。
コ
ー
ト
の
セ
ン
ト
・
ジ
ョ
ン
氏
「
の
テ
イ
に
招
か

れ
て
行
く
Q
御
歴
々
が
皆
來
て
る
ろ
○
英
子
ば
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
ロ
リ
ア
敏
授
に

つ
か
ま
っ
て
日
本
の
事
た
き
か
れ
て
み
た
Q

九
月
十
六
日
（
温
）

　
曲
目
十
眸
門
か
ら
ミ
ス
・
ギ
デ
ン
グ
ス
に
．
誘
ば
れ
㍉
カ
タ
リ
ナ
か
ら
來
た
り
1
氏
及

び
ギ
デ
ン
グ
ス
夫
人
ド
吾
々
二
人
ご
、
す
べ
て
五
人
が
自
動
車
に
乗
っ
て
、
市

の
郊
外
た
ド
テ
イ
ヅ
し
、
正
午
頃
、
サ
ン
ガ
ブ
リ
エ
ル
の
ホ
リ
ン
グ
ウ
ナ
ス
方

に
立
ち
寄
っ
て
、
草
花
な
ご
た
見
ぜ
て
貰
ひ
、
午
後
一
畦
牛
、
宅
ま
で
逡
っ
て

頂
い
て
郎
つ
六
。

　
午
後
五
暗
よ
り
ヒ
ル
通
の
ア
ダ
ム
ス
藁
長
の
宅
の
テ
イ
に
招
か
れ
て
行
く
。

明
日
か
ら
の
學
會
に
出
席
す
る
天
三
家
れ
ち
が
皆
來
て
る
ろ
の
で
、
流
石
の
蜜

い
邸
も
、
今
日
ば
人
で
一
ば
い
で
あ
ろ
。
ミ
チ
エ
か
氏
ぜ
暫
く
円
し
六
〇

　
寒
く
な
っ
て
、
今
日
か
ら
冬
服
た
着
る
Q

九
員
十
夏
日
（
月
）

　
今
日
か
ら
三
日
問
、
嫌
地
方
σ
来
國
科
學
會
が
開
か
れ
ろ
Q
精
し
く
言
へ
ば

来
國
科
學
叢
歩
倉
の
太
牛
洋
岸
部
第
七
年
差
ε
同
西
南
豆
狸
四
年
會
・
・
同
夏
期
．

會
の
聯
合
し
た
も
の
で
、
之
れ
に
加
に
つ
て
、
ア
メ
書
力
天
丈
學
愈
第
三
十
回

半
漁
ぐ
塁
壁
洋
艶
出
文
型
會
ぜ
の
賭
合
倉
か
開
か
れ
ろ
。
し
か
一
特
に
此
の
時

機
た
撰
ん
だ
の
ば
、
言
ふ
ま
で
も
な
－
．
日
食
に
因
ん
だ
の
て
あ
る
か
ら
、
會
全

薩
が
著
し
ぐ
天
文
の
色
彩
な
帯
び
て
み
る
の
に
無
理
も
な
い
。

　
自
分
ば
今
朝
九
時
、
天
丈
藁
本
部
か
ら
．
エ
ラ
ー
マ
ン
氏
の
自
発
演
に
乗
ゼ
て
．

貰
っ
て
ロ
ス
ア
．
ン
ゲ
レ
ス
の
南
加
大
學
に
行
く
〇
十
時
に
登
記
、
そ
れ
か
ら
庖

ち
に
第
．
二
〇
六
番
室
で
天
丈
部
論
文
會
が
開
か
れ
ろ
。
リ
グ
の
カ
ン
ベ
ッ
氏
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
イ
シ
ナ
三
縄
を
先
頭
に
、
論
朝
朗
讃
が

座
長
だ
な
り
　
新
會
員
推
離
の
後
、

あ
っ
れ
。
就
中
、
自
．
分
に
ば
空
電
の
屈
折
問
題
に
關
す
ろ
ロ
イ
、
タ
カ
ー
爾
兵

の
丈
が
面
明
か
つ
れ
。

　
ラ
ン
チ
は
大
回
の
カ
フ
テ
リ
ア
で
認
め
、
午
後
二
時
か
ら
ボ
ヴ
ア
ド
講
堂
で

大
講
演
會
か
あ
’
、
れ
。
共
通
題
た
「
日
食
ε
相
謝
論
」
芝
し
、
W
W
カ
ン
ベ
ル
、

S
A
ミ
チ
エ
シ
、
C
E
セ
ン
ト
・
ジ
ョ
ン
、
R
T
ト
ラ
ン
プ
ラ
ー
口
論
の
講
演
の

後
、
ポ
モ
ナ
二
丈
蔓
、
ス
プ
ロ
ウ
．
ル
天
文
藁
、
ト
ウ
サ
ン
天
産
姦
隅
メ
キ
シ
コ

跡
立
タ
ク
バ
ヤ
天
丈
皇
の
順
に
日
食
襯
測
毅
告
が
あ
り
、
最
後
に
日
食
の
活
動

遥
陣
講
、
詮
プ
罠
の
通
繋
演
が
あ
る
筈
で
・
つ
参
・
・
曾
下

町
の
小
葉
竹
氏
た
訪
ひ
、
英
子
建
會
ひ
、
共
に
二
食
た
頂
い
て
、
パ
サ
デ
ナ
の

宅
に
離
る
。

（
一
．
一
九
）


